
静
岡
教
区
管
内
の
教
会

長
ご
夫
妻
を
始
め
、
よ
う

ぼ
く
信
者
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
は

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら

教
区
・
支
部
活
動
の
上
に

ご
丹
精
を
く
だ
さ
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
三
月
二
十
六
日
、

お
ぢ
ば
よ
り
ご
任
命
を
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
教
区

長
と
し
て
新
た
に
三
年
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

に
は
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ
で
『
鎌
倉
殿
の
13

人
』
が
放
映
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
物
語
序
盤
の
舞
台

は
伊
豆
で
す
。
五
年
前
の

『
お
ん
な
城
主

直
虎
』

は
浜
松
が
舞
台
で
し
た
。

歴
史
と
伝
統
あ
る
人
気
番

組
に
郷
土
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
の
は
、
い
つ
も
嬉
し

い
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
苦
痛
や
苦

労
も
そ
れ
が
過
ぎ
て
し
ま

え
ば
、
そ
の
痛
み
や
苦
し

み
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し

ま
う
こ
と
の
例
え
に
、

「
の
ど
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ

忘
れ
る
」
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言

葉
は
短
歌
の
下
の
句
で
、

「
伊
豆
の
国
蛭
ヶ
小
島

（
ひ
る
が
こ
じ
ま
）
の
甘

酒
は
」
と
い
う
上
の
句
に

続
く
文
句
で
あ
る
と
人
か

ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
蛭
ヶ
小
島
と
は
、
そ

の
昔
、
平
家
に
敗
れ
た
源

頼
朝
が
流
刑
さ
れ
た
場
所

で
、
今
も
伊
豆
の
国
市
に

史
跡
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。頼

朝
が
幽
閉
さ
れ
て
い

た
屋
敷
の
近
く
に
、
一
軒

の
甘
酒
屋
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
店
主
は
ま
だ
十
二

歳
で
あ
っ
た
頼
朝
を
一
目

見
る
な
り
、
こ
の
子
は
将

来
立
派
な
も
の
に
な
る
と

見
込
み
、
手
厚
く
援
助
し

て
あ
げ
ま
し
た
。
や
が
て

挙
兵
し
た
頼
朝
は
平
家
を

打
ち
破
り
、
鎌
倉
に
幕
府

を
開
き
ま
す
。
そ
の
報
を

聞
い
た
甘
酒
屋
の
主
人
は
、

た
い
そ
う
喜
ん
で
鎌
倉
の

屋
敷
を
訪
ね
ま
す
が
、
頼

朝
か
ら
無
下
に
扱
わ
れ
、

肩
を
落
と
し
て
屋
敷
を
後

に
し
ま
す
。
そ
の
時
に
詠

ま
れ
た
の
が
、
「
伊
豆
の

国
蛭
ヶ
小
島
の
甘
酒
は

の
ど
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘

れ
る
」
と
い
う
歌
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
苦
境
の
時
に

恩
を
受
け
た
恩
人
の
こ
と

を
、
時
と
と
も
に
忘
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。
恩

を
忘
れ
た
頼
朝
が
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
は
、
皆

さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
話
は
、
蛭
ヶ

小
島
に
あ
る
お
み
や
げ
屋

の
ご
主
人
か
ら
聞
い
た
も

の
で
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定

か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ

く
で
き
た
話
だ
と
思
い
ま

し
た
。

近
頃
は
お
道
だ
け
で
な

く
、
世
の
中
で
も
「
感
謝
」

と
い
う
言
葉
を
し
ば
し
ば

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
「
感
謝
」
の

気
持
ち
が
い
つ
ま
で
も
消

え
ず
に
心
に
あ
る
と
、
や

が
て
そ
れ
は
「
恩
」
に
な

り
ま
す
。
感
謝
は
「
あ
り

が
と
う
」
の
一
言
で
完
結

し
、
や
が
て
消
え
て
し
ま

い
ま
す
が
、
恩
人
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
恩

は
生
涯
残
り
ま
す
。
ま
た
、

恩
返
し
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
恩
に
は
報
い

る
行
い
が
伴
い
ま
す
。
私

は
、
感
謝
と
恩
は
似
て
非

な
る
も
の
だ
と
思
う
の
で

す
。教

祖
に
た
す
け
ら
れ
た

人
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま

す
。
そ
の
時
に
感
謝
し
な

か
っ
た
人
は
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
い
つ
ま

で
も
忘
れ
ず
、
恩
に
ま
で

高
め
ら
れ
た
人
は
少
な
い

の
で
す
。
そ
こ
か
ら
恩
返

し
の
道
を
歩
ま
れ
た
人
と

な
る
と
言
わ
ず
も
が
な
。

私
た
ち
の
先
人
先
輩
方
は

正
に
そ
う
し
た
人
た
ち
で

あ
り
ま
し
た
。
教
祖
か
ら

た
す
け
ら
れ
た
御
恩
を
生

涯
の
心
と
し
て
、
た
す
け

一
条
と
い
う
恩
返
し
の
道

を
勇
ん
で
進
ま
れ
た
の
が

私
た
ち
の
信
仰
初
代
で
あ

り
、
今
の
私
た
ち
に
つ
な

が
る
道
な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
三
年
は
、

教
祖
百
四
十
年
祭
へ
続
く

三
年
で
あ
り
ま
す
。
我
が

家
、
我
が
教
会
が
こ
こ
ま

で
御
存
命
の
教
祖
に
結
構

に
お
連
れ
通
り
い
た
だ
い

た
御
恩
、
今
も
な
お
親
心

に
お
導
き
く
だ
さ
る
御
恩

を
胸
に
、
教
祖
に
お
受
け

取
り
い
た
だ
け
る
よ
う
な

具
体
的
な
心
を
定
め
て
、

来
年
一
月
の
年
祭
活
動
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
地
域
教
友
が
勇
ま

せ
合
い
、
た
す
け
合
い
な

が
ら
、
仕
切
っ
て
御
恩
報

じ
の
道
を
歩
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
。

世
界
に
様
々
な
事
情
を

お
見
せ
い
た
だ
く
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
は
確
実
に
近
づ
い

て
い
ま
す
。
お
ぢ
ば
の
声

を
頼
り
に
、
一
手
一
つ
に

進
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
く

存
じ
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
区
長

鈴
木
道
輝
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教
区
長

鈴
木
道
輝

相
談
役

諸
井
慶
一
郎

鈴
木
邦
廣

主
事
（
十
六
名
）

鈴
木
理
一

諸
井
道
隆

松
浦
一
郎

小
栗
真
人

村
田
孝
浩

小
栗
多
喜
子

小
野
将
児

永
井

磨

鈴
木
芳
秋

大
石
道
忠

夏
目
歳
継

田
中
俊
哉

芹
澤
常
太
郎

郷
内
一
衛

杉
岡
信
宏

大
谷
安
則

書
記

守
屋
真
和

芹
澤
広
和

支
部
長
（
十
一
名
）

東
伊
豆

長
澤
三
郎

伊
豆

山
本
真
司

駿
豆

田
渕
保
明

富
士

佐
野
康
弘

東
駿

山
梨
正
治

中
駿
東

梅
田

聡

中
駿
西

木
下
雅
利

西
駿

杉
岡
信
宏

中
遠

太
田
文
慶

西
遠

杉
本
和
弘

北
遠

塩
﨑
道
夫

地
方
委
員
（
三
十
九
名
）

東
伊
豆

永
井
道
廣

田
村
和
德

伊
豆

野
宮
直
純

鈴
木
信
二

駿
豆

西
川
利
道

仁
藤
初
男

鈴
木
豊
明

杉
本
喜
道

富
士

鈴
木
明
廣

井
口
澄
弘

東
駿

酒
井
一
男

澤
西
知
春

小
川
豊
明

岸
端
清
隆

中
駿
東

清
水
道
男

土
屋
道
直

中
駿
西

松
下
正
二

齊
藤

勉

山
﨑
真
也

清
水
徳
継

西
駿

塚
本
直
昭

大
池
正
志

岩
本
政
之

石
澤
太
一
郎

中
遠

浅
井
宏
心

中
山
信
行

夏
目
歳
継

花
田
寿
郎

長
田
勇
生

長
村
勝
博

西
遠

山
口
正
洋

長
田
虎
夫

吉
岡
弘
和

小
楠
友
一

鈴
木
通
信

板
山
眞
一

北
遠

山
下
芳
郎

伊
藤
正
彦

平
野
晴
美

各
会
・
各
部
の
人
事

教
区
長
室
長

芹
澤
常
太
郎

会
計
室
長

永
井

磨

会
計
監
査

松
浦
一
郎

山
梨
正
治

予
算
委
員
会

委
員
長

芹
澤
常
太
郎

支
庁
舎
管
理
掛

主
任

郷
内
一
衛

一
れ
つ
会
教
区
委
員
会

委
員
長

教
区
長

天
理
時
報
普
及
・
手
配
り
推
進

委
員
長

教
区
長

副
委
員
長

大
谷
安
則

事
務
局
長

鈴
木

悟

輸
送
部
担
当

芹
澤
常
太
郎

名
簿
管
理
室

責
任
者

芹
澤
常
太
郎

担
当
者

守
屋
真
和

集
会
員

大
池
藤
次

教
誨
師

鈴
木
顕
太
郎

災
害
対
策
委
員
会

委
員
長

鈴
木
理
一

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊

隊
長

山
口
志
朗

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

委
員
長

小
栗
真
人

教
務
部
長

鈴
木
芳
秋

布
教
部
長

大
谷
安
則

啓
発
委
員
会

委
員
長

松
浦
一
郎

福
祉
部
長

田
中
俊
哉

三
連
盟

委
員
長

桑
高
益
男

道
友
社

代
表
社
友

鈴
木
義
信

教
区
報

編
集
長

芹
澤
広
和

婦
人
会
主
任

鈴
木
佳
苗

青
年
会
委
員
長

大
池
元
教

少
年
会
団
長

村
田
孝
浩

学
生
担
当
委
員
会

委
員
長

岡
野
多
吉

道
の
教
職
員
の
集
い

委
員
長

田
中
裕
二

お
う
た
合
唱
団

団
長

梅
田

聡
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静
岡
教
区
新
人
事
発
令

三
月
二
十
六
日
、
鈴
木
道
輝
氏
（
嶽
東
大
教
会
長
）
が
静

岡
教
区
長
に
再
任
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
三
月
二
十
七
日

付
、
静
岡
教
区
の
新
人
事
が
発
令
さ
れ
た
。



東
伊
豆
支
部

長
澤
三
郎(

再)

(

嶽
東
・
伊
東)

伊
豆
支
部

山
本
真
司(

新)

(

嶽
東
・
西
伊
豆)

駿
豆
支
部

田
渕
保
明(

新)

(

東
本
・
本
翠)

富
士
支
部

佐
野
康
弘(

再)

(

山
名
・
田
子
浦)

東
駿
支
部

山
梨
正
治(

再)

(

東
・
倉
澤)

中
駿
東
支
部

梅
田

聡(

新)

(

山
名
・
中
静
）

中
駿
西
支
部

木
下
雅
利(

新)

(

秩
父
・
駿
静)

西
駿
支
部

杉
岡
信
宏(

新)

(

錦
江
・
錦
行)

中
遠
支
部

太
田
文
慶(

新)

(

山
名
・
遠
本)

西
遠
支
部

杉
本
和
弘(

新)

(

西
成
・
西
大
濱)

北
遠
支
部

塩
﨑
道
夫(

再)

(

山
名
・
二
俣)

本
年
三
月
二
十
八
日
午

前
十
時
か
ら
、
本
部
中
庭

に
て
「
立
教
百
八
十
五
年

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」

式
典
が
開
催
。
静
岡
教
区

は
五
名
の
学
生
と
共
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

教
区
管
内
の
先
生
方
に

は
、
対
象
と
な
る
学
生
さ

ん
へ
の
声
掛
け
、
更
に
は

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活
動

へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
頂

戴
致
し
ま
し
て
、
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

さ
て
、
「
〇

〇
さ
せ
て
頂
く
」

と
は
よ
く
言
い

ま
す
が
、
学
生

担
当
委
員
会
と

し
ま
し
て
は
式

典
に
学
生
さ
ん

と
一
緒
に
参
加

で
き
た
こ
と
が

本
当
に
嬉
し
く

有
り
難
く
、
正

に
ス
タ
ッ
フ
の

気
持
ち
は
「
共

に
参
加
さ
せ
て

頂
く
ん
だ
」
の
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

現
在
、
教
区
学
生
会
は

委
員
長
な
ど
執
行
部
が
不

在
で
し
ば
ら
く
の
間
活
動

が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

し
か
し
、
今
年
の
春
学

に
は
「
何
と
し
て
も
、
絶

対
に
参
加
者
を
御
守
護
頂

く
ぞ
！
」
と
、
ス
タ
ッ
フ

が
強
く
熱
い
思
い
を
持
っ

て
臨
み
、
支
部
例
会
へ
の

巡
回
や
対
象
者
へ
直
接
会
っ

て
声
掛
け
す
る
な
ど
教
区

内
を
飛
び
回
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
貴
重
な
参

加
者
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
面
上
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は

改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
学

生
会
は
お
道
の
育
成
活
動

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
多

感
な
時
期
に
お
道
の
教
え

に
触
れ
る
こ
と
は
、
き
っ

と
将
来
立
派
な
用
木
に
育

つ
き
っ
か
け
や
土
台
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
生
涯
の

教
友
も
で
き
ま
す
。

今
、
教
区
の
学
担
に
は
、

本
部
で
活
躍
す
る
方
や
学

生
会
委
員
長
を
経
験
し
た

方
な
ど
、
と
に
か
く
素
晴

ら
し
い
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
学

生
会
を
盛
り
上
げ
た
い
と

い
う
熱
い
気
持
ち
を
持
っ

て
い
ま
す
。

是
非
お
近
く
に
学
生
さ

ん
が
お
り
ま
し
た
ら
、
教

区
学
生
会
に
送
り
出
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
会
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
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立
教
百
八
十
五
年
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

新支部長紹介
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※4月１日より、十行罫紙に

よる縦書き願書は、受け付け

ていません。


